入院患者の化粧の自由化について by 吉澤 由起子 et al.
第6群　6～2
入院患者の化粧の自由化について
9階東病棟　吉澤由起子　成田　馬場　飯島　永岡　村石
　　　　　　上原　古屋　山崎　石井　堤　　菱山　白井
　　　　　　家子　村川　山本　佐々木　中山　中村　東
針生
山田
宮本
　はじめに
　今日の医療を見ると、従来の密室になりがちな医療
から患者のニードに沿った開放的な医療に変りつつあ
る。又、患者自身も入院生活がより人間らしく快的な
環境である事を望んでいる。
この事から医療側の視点もいや応なく患者のニードに
沿ったものに変えざるを得なくなってきている。
昭和63年1月1日の朝日新聞で、入院中の患者に対
する化粧の規制についてとりあげられていた。又入院
患者に対する面会時間の化粧許可により、心理的に良
い結果をもたらしているとの報告もある。
しかし大部分の病院では、化粧をしない様説明してい
るのが現状である。最近分娩を終えた患者から「今迄
主人にも素顔を見せた事が無いのに」という訴えを聞
く事があった。
　そこで今回私達は、入院患者に化粧に対する意識調
査を行い、次に試験的に面会時間化粧を許可した場合
の反応についても調査したのでここに報告する。
　調査方法
　表1に示すアンケートにより、当大学病院入院中の
女性患者を、A群：産科病棟35例、　B群：婦人科病
棟39例、C群：内科、整形外科関係の病棟49例の
3群に分類し、入院中の化粧の自由化についての回答
を得た。又、調査後産科病棟の患者50例に面会時間
の化粧を許可し、その後の意見を調査した。
（表1，図1参照）
1．（）内にあてはまる言葉を記入してください。
年令　（　）才
入院月日：昭和（　）年（　）月（　）日
現在入院（　）年（
入院している科は（
）カ月（　）日目
　　　）科
2．下記の項目の中で、あてはまる番号に○印をお願いします。
（1）貴方は、独身ですか、既婚者ですか。
①　独身
②　既婚
（2）入院する前は、化粧をしていましたか。
　①毎日していた
　②時々していた
　③ほとんどしない
　④　全くしない
　⑤　その他（ ）
（3）あなたにとって、化粧をすることはどういう意味がありますか。
①美しくかざる
②身だしなみ、エチケット
③　気分転換
④その他御自由にお書き下さい
　　（ ）
（4）入院時の説明で、入院中は化粧をしないようにと言われた時どう
　思いましたか。
　①嫌だと思った
　②別になんとも思わなかった
　③仕方ないと思った
　④化粧をしてはいないのはあたりまえと思った
　⑤その他御自由にお書き下さい
　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
⑤　入院中化粧をしたいと思ったことはありますか。
　①　はい
　②　いいえ
（6）⑤ではいと答えた方、それはどんな時ですか。
　　（
⑦　入院生活において化粧は必要だと思いますか。
　①　はい
　②　いいえ
　③どちらともいえない
（8）入院中の化粧についてどう思いますか。
　①個人の自由にまかせるべきだと思う
　②ある程度規制したほうがよいと思う
　③化粧は絶対にしないほうがよいと思う
　④　その他（
（9）入院中に化粧をしてよい場合あなたならどうしますか。
）
）
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①　必ずする
②面会時間にはする
③気がむいた時にする
④化粧はしない
¢O　入院中化粧をするとしたらどの程度しますか。あてはまるもの全
　てに○をつけて下さい。
ファンデーション（おしろい）　　ロ紅　　アイシャドウ
マスカラ　　頬紅　　アイライナー　　つけまつげ
マニキュア　　その他（
an　その他化粧に関して御意見をお聞かせ下さい。
）
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尚、この3群の患者の背景を説明すると、A群は分娩
中心の為20代の既婚者が多く、入院期間も1～2週
間と短期間の者が殆どであり、B，C群は比較的入院
期間が長く、年齢層も高齢者が大半を占めていた。
　調査結果
　入院前、普段の生活で化粧をしていた人は各群いつ
れも多く、大多数の人が身だしなみや気分転換の意味
で行っている。　（図2参照）
この様な人が入院時化粧をしない様説明された場合、
患者のうけとめ方は、いやだと反抗的な意見を持つ人
も少数あったが、大部分は各群いつれも病院側の規制
に理解を示していた。又、入院中化粧をしたいと思っ
た事があるかという質問に対しては、各群いつれも「
いいえ」と答えている。（図3参照）
しかしここで注目したいのは、婦人科病棟の約30％
が、化粧をしたいと思った事があると答えている点で
ある。これはこの病棟に癌患者が多いため、気の滅入
りや心のゆれを、化粧により気を紛らわしたいとの表わ
れではないかと推測できる。ことに化粧の自由化が患
者のQuality　of　lifeを高める1つの方法と
なりうることから、今後の課題になるのではないかと
考えられる。
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　次に化粧の必要性についての調査では、入院中は化
粧は必要ないとする意見が過半数を占めていた。しか
し是非では個人の自由、又ある程度規制した上でとい
った肯定的な意見を大多数の人が持っていた。（図4
参照）
この様に患者は、病院の現状を理解している反面、化
粧をしても良いのではないかという気持ちも持ってい
るものとうけとれる。
　化粧を病院で許可した場合どうするかについて調査
した結果、面会時間のみ、気が向いたら化粧をすると
いう意見が大半を占めており、内容に関しては薄化粧
が大部分であった。　（図5、図6参照）
　そこでこれらの結果をふまえてA群の産科病棟の患
者に対して1ケ間化粧を許可してみた。
実施後同様の調査をしたところ、入院中化粧をしたい
と思う人が実施許可前13．8％から20％と増加して
いる事がわかった。　（図7参照）
特に化粧は必要ないという40名の内訳を見ると、8
名の20％は全く必要ないと言っており、残りの32
名は赤ちゃんのためにしない方が良い、時間、余裕が
ないとする意見が多く見られた。又、化粧に対して賛
成の10名の内訳は、化粧により気分転換ができた、
面会の時素顔を見せられない、見せたくない人がいる
ので良かった、顔色が悪い事で相手に心配をかけなく
てすんだ等であった。
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二一5　化粧を許可したら
産　科 婦人科 他　科
お　し　ろ　い 34 14 19
口　　　　紅 43 30 30
アイシヤドウー 20 3 5
頬　　　　紅 12 4 9
マニキュア 5 4 3
マ　ス　カ　ラ 7 1 1
アイライナー 3 2 2
ま　ゆずみ 3 3 1
香水，コロン 1 1 0
化粧水クリーム 0 1 0
リップクリーム 2 0 0
・一一 ﾀ施許可前一一一一一実施許可（面会時間）後一一
はい
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　　86．0％　／　×　80．0％
　（産科病棟）　　　　　　　（産科病棟）
　図一7　入院中化粧したいと思うか
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　考察
　以上の調査結果から、入院期間が長い女性患者ほど
心の安らぎや、1日も早く社会生活に復帰したいと希
望している事がわかった。又、健康で入院期間の短い
産科病棟においてさえも、母親としてだけでなく、一一
女性として美しくありたい、又社会的立場から化粧の
必要性にせまられる時がある事も理解できた。
マズローによると、人間の基本的欲求は、1）生理的
欲求　2）安全性の欲求　3）所属と愛の欲求　4）
尊重の欲求　5）自己実現の欲求の5段階に分かれて
おり、第一段階の欲求が満たされると次の段階の欲求
が現われ、最終的には自己実現への欲求に至ると定義
されている。
又、吉野によると日常生活の要求は、1）生存のため
の生活要求　2）社会的一定水準の生活を確保するた
めの生活要求　3）自己実現の生活要求の3つから成
立しており生活要求はこの3つの要求を満たす事にあ
ると述べられている。
しかし、この様な欲求、要求を持っている人間が入院
してきた場合、病院の規則によって、その欲求、要求は
どの様に規制されていくのだろうか。そして看護者は
どの様な生活ケアを行っていったら良いのだろうか。
ヘンダーソンは看護の果たすべき第一の取り組みは、
「患者が日常生活の様式を守りうる様に助けること」
さらに「生活をよりいっそう意義のあるものにするこ
と」と述べ、　「患者が病院という状況において、生活
の場に対する患者のニードが満たされているか」とい
う課題を投げかけている。
今日看護の視点はその点に向けられつつあるが、未だ
その課題は決して解決されているわけではない。
我々看護者は、患者にとって入院生活を意義あるもの
にするためにも又、日常生活に近づけていくためにも
患者のニードを満たす事を最優先に考えていかなくて
はならない。
　まとめ
　今回の調査により、女性患者にとって化粧は、日常
生活において大きな意義を占あている事がわかった。
又、化粧をする事が患者のニードを満たし、日常生活
への近づきや闘病意欲の向上を助ける手段になり得る
事もわかった。
患者のQuality　of　lifeを高めていくために
も、女性患者に対して治療に支障のない程度の薄化粧
ならば許可しても良いのではないかと考える。
しかし産科病棟においては、化粧品に含まれる香料等
が児や母児相互作用に及ぼす影響についても考慮しな
くてはならない。その点も調査しながら「化粧の自由
化」についてアプローチしていきたい。
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